
 

J O C S 祈りの花束 2022年 8月 

今月のことば：わたしを母の胎から取り出し、その乳房にゆだねてくださったのは、神よ、あなたです。（ヨブ 22:10） 

SUN MON TUE WED  THU FRI SAT 
 1  

母乳育児の保護、推進、
支援が進み、赤ちゃんと
母親の健康が守られるよ
うに（本日、世界母乳の日
＊１） 

2 
夏期募金のため 

3 
新型コロナウイルスに
よって困難な状況にお
かれている方々、そし
て対応に関わるすべて
の医療保健従事者の
ため 

4 
雨宮春子ワーカーのた
め（タンザニア） 

5 
奨学金委員会のため（明
日、委員会開催） 

6 
核兵器全廃に向けて働く
人々のため（本日、広島
平和記念日） 

 7  
戦争・紛争の中で保健
医療活動に従事する
人々のため 

8  
先住民・少数民族の生
活・人権・健康が守られる
ように（明日、世界の先住
民国際デー＊２） 

9 
戦争や紛争で亡くなっ
た人々の魂の平安の
ため（本日、長崎原爆
の日） 

10 
JOCSの奨学生のため
（特にケニアの奨学生
のため。現在 1 名） 

 11  
山間部の僻地に暮らす
人々の健康のため。また
その地域で保健医療活
動に従事する人々のた
め（本日、山の日） 

12 
世界の青少年に、平等に
保健医療的なケアや教
育の機会が与えられるよ
うに（本日、国際青少年
デー＊３） 

13 
地区 JOCS の働きのた
め（本日仙台で「JOCS
きってきっぺ」開催） 

 14  
元 JOCS ワーカーだっ
た方々の現在の働ため 

15 
JOCS が平和への責任を
新たに担ってゆくことがで
きるように（本日、敗戦記
念日） 

16 
タボラ大司教区保健事
務所のため（タンザニ
ア・雨宮ワーカー派遣
先・奨学生所属先） 

17 
会員・支援者の増強の
ため 

18 
事務局スタッフのため 

19 
JOCS に協力するボラン
ティアの方々のため 

20 
岩本直美ワーカーのた
め（バングラデシュ） 

 21  
感染症に関する緊急医
療活動支援先のため 
（インドネシア・ネパー
ル・バングラデシュ・ケニ
ア・タンザニア） 

22 
JOCS を支援している教
会のため 

23 
ワーカーの安全のた
め バングラデシュ、タ
ンザニアの治安のた
め 

24 
災害救援復興支援先で
ある「Where There Is 
No Doctor」（タイ）のた
め（＊４） 

25 
使用済み切手収集活動
のため 

26 
関西事務局の働きのた
め 

27 
シロアムプロジェクト（協
働プロジェクト）のため
（ケニア） 

 28  
JOCS の会員のため
（特に福井県の会員の
ため。5 名） 

29 
ミラノ宣教会（PIME)とそ

の JOYJOY
ジョイジョイ

プロジェクト

のため（バングラデシュ・

岩本ワーカー派遣先） 

30 
ママ・ナ・ムトトプロジェ
クト（協働プロジェクト）
のため（タンザニア） 

31 
新しいワーカーが与え
られるように 

 

＊１：World Breastfeeding Day WHO と UNICEF の援助のもとに制定された日 
＊２：International Day of the World's Indigenous People 1994 年に国連で制定された国際デー 
＊３：International Youth Day 1999 年に国連で制定された。 
＊４：タイ北部ミャンマーとの国境近くの山岳地帯で医療・衛生・教育などの社会活動をおこなう NPO 団体                                                                          



 
みことばの黙想      2022 年 8 月 
 
これらの短いみことばは、フランスにある超

教派男子修道共同体テゼの昼の祈りから取ら

れたものです。 
より深くみことばを味わいたい方は、出典箇

所を参照して文脈のなかでみことばを黙想な

さってください。 
聖書本文は、原則として『聖書 新共同訳』

（日本聖書協会発行）をもとにしています。 
 

1 日（月）     エレミヤ 30:17-22 
エレミヤの預言。主は言われる。「わたしがあ

なたの傷を治し、打ち傷をいやそう。なぜな

ら彼らはあなたを『追い出された者』と呼び、

『相手にされない者』と言っているからだ。」 
 

2 日（火）      ２コリント 4:5-18 
パウロは記す。「わたしたちは、四方から苦し

められても行き詰まらず、途方に暮れても失

望しません。」 
 

3 日（水）           ユダ 20-21 
神の愛によって自分を守り、永遠の命へ導い

てくださる、わたしたちの主イエス・キリス

トの憐れみを待ち望みなさい。 
 

4 日（木）         イザヤ 66:12-14 
主は言われる。「わたしはわたしの民に向けよ

う、平和を大河のように。これを見て、あな

たたちの心は喜びにあふれる。」 
 

5 日（金）        マルコ 14:32-41 
イエスは言われた。「誘惑に陥らぬよう、目を

覚まして祈っていなさい。心は燃えても、肉

体は弱い。」 
 

6 日（土）        マタイ 17:1-8 
† 主の変容 
山の上でイエスの姿が変わり、光り輝く雲が

弟子たちを覆った。すると声が聞こえた。「こ

れはわたしの愛する子、わたしの心に適う者。

これに聞け。」 
 

7 日（日）         ルカ 12:32-34 
イエスは言われた。「自分の持ち物を売り払っ

て施しなさい。尽きることのない富を天に積

みなさい。あなたがたの富のあるところに、

あなたがたの心もある。」 
 

 
8 日（月）           ローマ 8:5-11 
パウロは記す。「霊の思いは命と平和です。」 

 
9 日（火）       イザヤ 40:29-31 
イザヤの預言。「主に望みをおく人は新たな力

を得、鷲のように翼を張って上る。走っても

弱ることなく、歩いても疲れない。」 
 

10 日（水）       マタイ 6:25-34 
イエスは言われた。「何よりまず、神の国と神

の義を求めなさい。そうすれば、ほかのもの

はみな加えて与えられる。」 
 

11 日（木）     ヘブライ 10:19-25 
信頼しきって、真心から神に近づこうではあ

りませんか。約束してくださったのは真実な

方なのですから、公に言い表した希望を揺る

がぬようにしっかり保ちましょう。 
 

12 日（金）      エフェソ 2:4-6 
パウロは記す。「憐れみ豊かな神は、わたした

ちをこの上なく愛してくださり、その愛によ

って、罪のために死んでいたわたしたちをキ

リストと共に生かしてくださいました。」 
 

13 日（土）      イザヤ 58:5-12 
主は言われる。「葦のように頭を垂れる、それ

がわたしの喜ぶ断食であろうか。わたしの選

ぶ断食とはこれではないか。悪による束縛を

絶ち、虐げられている人を解放し、飢えたに

人にあなたのパンを裂き与えること。」 
 

14 日（日）       ルカ 12:49-53 
イエスは言われた。「わたしが来たのは、地上

に火を投ずるためである。その火が既に燃え

ていたらと、どんなに願っていることか。」 
 

15 日（月）         ルカ 1:26-38 
† 主の母聖マリア日 
マリアは天使に言った。「わたしは主のはした

めです。お言葉どおり、この身に成りますよ

うに。」 
 

16 日（火）        ヨハネ 4:4-26 
イエスは言われた。「神は霊である。だから神

を礼拝する者は、霊と真理をもって礼拝しな

ければならない。」 
 

 
 

 
17 日（水）   ゼファニヤ 3:14-18a 
ゼファニヤの預言。「主なる神はあなたのただ

中におられる。愛によってあなたを新たにし、

あなたのゆえに喜びの歌をもって楽しまれ

る。」 
 

18 日（木）     コロサイ 3:12-17 
パウロは記す。「キリストの平和があなたがた

の心を支配するようにしなさい。この平和に

あずからせるために、あなたがたは招かれて

一つの体とされたのです。」 
 

19 日（金）    使徒言行録 5:17-33 
神はわたしたちを悔い改めさせ、その罪を赦

すために、救い主としてイエスを死から上げ

られました。 
 

20 日（土）    １テサロニケ 5:12-22 
だれも、悪をもって悪に報いることのないよ

うに気をつけなさい。お互いの間でも、すべ

ての人に対しても、いつも善を行うよう努め

なさい。 
 

21 日（日）        ルカ 13:22-30 
イエスは言われた。「人々は、東から西から、

また南から北から来て、神の国で宴会の席に

着く。」 
 

22 日（月）       詩編 94:14-22 
「足がよろめく」と言ったとき、主よ、あな

たの慈しみがわたしを支えます。 
 

23 日（火）        イザヤ 43:1-4a 
あなたを創造された主は、こう言われる。「恐

れるな、わたしはあなたを贖（あがな）う。

あなたはわたしのもの。わたしはあなたの名

を呼ぶ。」 
 

24 日（水）       １ヨハネ 1:1-7 
神は光であり、神には闇が全くありません。

わたしたちが光の中を歩むなら、互いに交わ

りをもちます。 
 

25 日（木）      ヨハネ 15:9-13 
イエスは言われた。「わたしがあなたがたを愛

したように、互いに愛し合いなさい。これが

わたしの掟である。」 
 

 
 

 
26 日（金）        シラ 2:1-11 
主を畏れる人たちよ、主を信頼せよ。主が賜

（たまわ）るすばらしいこと、すなわち、永

遠の喜びと憐れみを待ち望め。 
 

27 日（土）    １コリント 13:1-13 
パウロは記す。「愛は忍耐強い。愛は情け深い。

愛は自分の利益を求めず、不義を喜ばず、真

実を喜ぶ。」 
 

28 日（日）         ルカ 14:1-14 
イエスは言われた。「宴会を催すときには、貧

しい人、体の不自由な人、足の不自由な人、

目の見えない人を招きなさい。そうすれば、

その人たちはお返しができないから、あなた

は幸いだ。」 
 

29 日（月）        マタイ 5:1-12 
イエスは言われた。「心の清い人々は、幸い。

その人たちは神を見る。」 
 

30 日（火）        コロサイ 4:2-6 
パウロは記す。「たゆまず祈りなさい。感謝の

うちに、目を覚まして祈りなさい。」 
 

31 日（水）        箴言 23:15-19 
箴言より。「罪人らのことに心を燃やすことは

ない。日ごと、主を畏（おそ）れることに心

を燃やすがよい。確かに未来はある。あなた

の希望が絶たれることはない。」 
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